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内科 領 域 感 染 症 に対 す るritipenem acoxi1の 臨床 的検 討

小山 優

東京共済病院内科*

新しい経口用ペネム系抗生剤であるritipenem acoxi1(RIPM-AC)に ついて,内 科領域感染症 に

対する臨床効果および安全性を検討 したので報告する。16例 の呼吸器および尿路感染症に投与 し,臨

床効果判定が可能であった14例 についての臨床効果は著効2例,有 効9例,や や有効3例 であり,有 効

以上の有効率は78.6%で あった。細菌学的検討では,検 出されたグラム陽性菌7株,陰 性菌4株 の計

11株 中Pseudomonas aeruginosaの1株 を除き,他10株 は消失 した。臨床検査値の異常変動 とし

て,本 剤投与後にGOT,GPT,ALPの 上昇が1例 に認め られたが,本 剤による臨床的な副作用は認

められなかった。
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RIPM-ACは 新 しい経 口用ペネム系抗生剤で,経 口

投与後腸管より吸収され,エ ステラーゼにより加水分解

を受け活性体として抗菌力を示す プロ ドラッグである。

本剤はグラム陽性菌,陰 性菌に対 し幅広い抗菌スペ ク ト

ルを有 し,特 にStaphylococcus aureus等 の好気性 グ

ラム陽性菌やBacteroides fragilis等 の嫌気性菌 に対 し

て優れた抗菌力を示す。 また,各 種細菌の産生するβ一

ラクタマーゼに対 しても安定であることが確認 されてい

る1)。

我々は,軽 症から中等症の内科領域感染症16名 に対

し本剤を使用 し,臨 床効果および安全性を検討 したので

その成績を報告す る。

評価対象症例 は1992年7月 より1992年12月 の間に

当科を受診した,内 科領域感染症外来患者のうち,治 験

参加の同意を得 られたTable1に 示す 中等症以下の呼

吸器感染症13例 と尿路感染症3例 で,年 齢 ・性別は25

歳から84歳(平 均年齢55.8歳)ま での男性8例,女 性

8例である。投与方法は1回2001mg,1日2回 が1例

で他は全例1回200mg,1日3回 の食後経口投与であ

り,投 与期間は2日 か ら12日 間,総 投与量 は1.09か

ら7.29で あった。

なお,急 性気管支炎の2例(NO.9,10)は 投与2日 目

以降来院 しなか ったため,有 効性の評価対象か ら除外

し,安 全性のみ判定 した。

臨床効果判定は,自 他覚所見,白 血球数 ・CRP.

ESRな どの検査所見の改善度な らびに起炎菌の明 らか

な症例ではその消長を指標に,著 効 ・有効 ・やや有効 ・

無効の4段 階として判定 した。また,臨 床効果判定が不

明の場合は判定不能とした。細菌学的効果判定は,検 出

菌の消長を消失 ・減少 ・不変 ・菌交代の4段 階 に判定

し,不 明の場合は判定不能 とした。

疾患別の効果をTable2に 示 した。呼吸器感染症に

対す る疾患別臨床効果は,扁 桃腺炎 ・咽頭炎3例 中有効

2例,や や有効1例,急 性気管支炎は5例 全例有効,慢

性気管支炎2例 では,有 効,や や有効各1例,気 管支拡

張症の二次感染1例 は有効であり,呼 吸器感染症全体で

の有効以上の有効率は81.8%(9/11)で あった。細菌学

的検討では,S.aureus3株 が検出され,い ずれも消失

した。

尿路感染症に対 しては,膀 胱炎の1例 がやや有効,急

性腎孟腎炎2例 は著効であった。細菌学的にはStaphylo-

coccus sp.1株,Enterococcus sp.2株,GPR1株,

Klebsiella pneumoniae2株,P,aeruginosa1株,

Burkholderia cepacia1株 の合計8株 が分離され,7

株は消失 したが,P.aeruginosa1株 は存続 した。

今回検討 した14例 において,自 他覚的副作用は全 く

認められなかった。 また,各 症例における臨床検査値の

推移をTable3に 示 した。本剤 との関連性があると思

われ る臨床検 査値の異常変動 と して,GOT,GPT,

ALPの 上昇が1例(NO.13)に 認め られたが重篤なもの

ではなか った。

今回検討を行 った対象疾患に対す る臨床効果を疾患別

にみると,上 気道炎3例 の うち,や や有効 となった1例

(NO,2)は,扁 桃腺炎に本剤1日600mg(分3),5日

間投与を行い,発 熱は解熱 したが,扁 桃の腫張および発

赤の改善が不十分でありやや有効 とした症例であ った。

急性気管支炎では,評 価対象となった5例 全例が有効 と

良好な成績であった。慢性気管支炎の2例 では,有 効1

例,や や有効1例 の成績が得 られた。 この,や や有効例

(NO.12)は,本 剤1日600mg(分3),7日 間投与

で,CRPの 改善傾向はみ られたが,自 覚症状の咳漱,

喀疲の改善が不十分なためやや有効 とした。気管支拡張
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Table 1. Clinical results of ritipenem acoxil treatment

NF: normal flora tbc: tuberculosis NT: not tested GPR.: gram positive rod *: isolated organisms

症の二次感染の1例 は有効であ った。 これ ら,や や有効

と判定 した症例 に対する本剤の投与期間は,5～7日 間

と短期間であ り,そ の後他の抗生剤(NO.2;OFLX600

mg/日,NO.12;MINO200mg/日)に 切 り換 えたとこ

ろ,い ず れ も有効 で あ った こと及 び最終 日の臨床経過の

改 善 の度 合 よ り,更 にRIPM-ACの 投 与 を継 続す る
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か,増 量により有効以上の効果判定が得 られた可能性が

ある。尿路感染症3例 に対 しては,急 性腎孟腎炎2例 で

著効の成績であったが,膀 胱炎の1例(Nα14)は,脳 動

脈硬化症にて数年来床上生活で,留 置 カテーテルを使用

Table 2. Clinical effects of ritipenem acoxil

して い る症 例 で あ り,Enterococcus sP.,K,pmumo-

niae,B.(P,)cepacia,P,aeruginosaが 検 出 され た複

数菌 感 染症 であ った。 本剤1日600mg(分3)の7日

間投 与 後,CRP,膿 尿 の 改善 を認 め,検 出菌 も減少 し

た が,本 剤 の 感 受性 の な いPaeruginosaが 除 菌 され

な か った ため臨床 効果判定 はやや有効 に留め た。

細菌 学的効 果 は,本 剤 の広範 囲 な抗 菌 スペ ク トル2)を

反映 し,検 出 されたS.aureus,Enterococcus sp。 な ど

の グラム陽 性菌,K.pneumoniaeな ど の グラム 陰性 菌

には有効で あ ったが,今 回対 象 とな った膀胱炎 での検 出

菌 で あ るP,aeruginosaに つ いて は,基 礎 試験 よ り感

受性 がな い ことが確 認 されてお り,本 検 討で も除菌 で き

なか った。

今 回得 られた成績 は,我 々が先 に経験 した経 口ペ ネム

剤,fropenem(FRPM)の 呼 吸 器感 染症 に対 す る有 効

Table 3. Clinical laboratory findings before and after ritipenem acoxil treatment

B: before A: after
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率83.3%3)と 遜色のないものであり,臨 床的副作用はな

く,1例 に見 られた臨床検査値の異常変動も臨床上特に

問題のないものであった。以上より本剤は中等症以下の

呼吸器な らびに尿路感染症 に対 し有用性が期待できる薬

剤と思われ る。
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Clinical evaluation of the efficacy of ritipenem acoxil

against infections in the field of internal medicine

Masaru Koyama
Department of Internal Medicine, Tokyo Kyosai Hospital

2-3-8 Nakameguro, Meguro—ku, Tokyo 153, Japan

Clinical efficacy and safety of ritipenem acoxil, a new orally active penem antibiotic, were
evaluated in infections in the field of internal medicine. Sixteen patients with respiratory and
urinary tract infections were treated with the antibiotic, and 14 of them yielded meaningful results:
the efficacy was excellent in two patients, good in nine, and fair in three, for a better-than-good
efficacy ratio of 78.6%. Bacteriological tests revealed that, out of 11 isolates consisting of 7

gram—positive and 4 gram—negative bacteria, all but Pseudomonas aeruginosa were eradicated. In
the clinical laboratory tests, one case showed increases in GOT, GPT, and ALP after treatment. No
clinical side effects ascribable to the treatment were observed.


